
 国土地理院は国土交通省の付属機関です。日本国内の測量、基本地図

の作成などを行っています。国土地理院自身が撮影した空中写真のほかに、

琉球政府や米軍が撮影した空中写真も閲覧、購入ができます。詳しくは、国

土地理院沖縄支所へお問い合わせください。 
 
 
●ネットで閲覧ができます 
「地図・空中写真閲覧サービス」で撮影地点を選んで写真を特定できます。 

URL：http://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
●購入 

（財）日本地図センター  沖縄出張所【(株)リック】  

 那覇市久茂地2-14-1 ジブラルタル生命沖縄那覇ビル5F 

TEL 098-988-0157    FAX 098-988-0158 

 

 

●閲覧・問合せ 
国土地理院 沖縄支所 

那覇市樋川1丁目15番15号  那覇第一地方合同庁舎（西棟4階） 

TEL 098-855-2595  FAX 098-855-2596 

国土地理院について 

※ピンクのピンにカーソルを合わせると、 

写真の大きさが緑色の四角で表示されます。 

『米軍撮影空中写真 1945年4月2日』（首里城付近） 

ON27835 写真番号：063 【資料コード：KS00000093】   

空中写真 

Path Finder No. 07 

PATH FINDERとは？ 
 

 パスファインダーは「道案内」を意味します。 

 ある特定のトピック（主題）や資料群に関する情報を分か

りやすくまとめたツールです。 

 

≪パスファインダー一覧≫   

1. 飲食店マップ 

2. 地籍調査 関係資料 

3. 家譜 

4. 市内バス案内 

5. 新聞資料 

6. 軍雇用員カード 

7. 空中写真 

8. 写真資料 

9. 沖縄戦 関係資料 

10. 閲覧室へようこそ 

11. はじめての公文書館 

12.   小・中学生の皆さまへ 

13.   米国収集資料 

14.   USCAR 文書 

15. 対米国民政府往復文書 

16. 立法院会議録 

17. 軽便鉄道 

18. 沖縄移民 関係資料 

19. 宮森小学校ジェット機墜落事故 

20. アーカイブズと著作権 
21. 沖縄国際海洋博覧会関係資料 

22. 毒ガス移送 関係資料 

23. 10・10 空襲 

24. 見学受付 

25. 資料検索のコツ 

26. 通貨交換 

 

（令和 5 年 4 月 30 日現在） 

 

〒901-1105 

沖縄県南風原町字新川148-3 
 

TEL  ：098-888-3871 

FAX  ：098-888-3874 

Email ：reference@archives.pref.okinawa.jp 

沖縄県公文書館 閲覧室 

[9：00-17：00 休館日：月曜・祝日] 

※閲覧申請の受付は16：30迄 

くわしいことは 
閲覧スタッフまで♪ 



①空中写真システムから用紙に印刷 
 
 
 

 光沢カラー用紙に空中写真を印刷ができます。写真サイズ、印刷さ

れる情報は以下から選択できます。 

（平成29年3月の地図と重ね合わせた状態での印刷や、写真の拡

大・縮小は、A3サイズのみ対応しています） 

 閲覧室には米軍撮影の空中写真(おもに1944～47年)をタッチパ

ネルで閲覧、印刷できるPCシステムがあります。 

 システムには、「垂直写真」 と 「斜め写真」 が収録されています。 

そのうち 「垂直写真」 は平成29年３月の地図と重ね合わされており、 

地図から写真を探すこともできます。 

 空中写真資料の中には、わずかですがデジタルデータ化されてい

ない紙・フィルム媒体のものがあります。 

 閲覧・複写する際には、申請が必要です。 

空中写真とは？ 

 空中写真閲覧システムに登録されている写真は、光ディスクにも保存

されています。お持ちいただいたノートパソコン・USB等に、光ディスクから

データを無料で複写(コピー)できます。 

※閲覧・複写する際には、申請が必要です。 
 

 

写真の入っている光ディスクを特定するには、以下の情報が必要です。

詳しくはカウンターにお尋ねください。 

 ● 資料コード（10桁） 

 ● 写真番号（001-1など） 

空中写真閲覧システム 

 航空機や人工衛星などを用いて上空から地球の表面の様子を撮影 

した写真のことを「空中写真」といいます。 

 空中写真には、大まかな人家の様子や道路、河川、森林の状況 

などが写されているため、地籍調査の基礎資料としても活用されます。 

 激しい戦闘が繰り広げられた沖縄では、戦前の町並みが失われたり、 

戦後の米軍基地拡張の過程で集落が丸ごと移動を余儀なくされたり 

しているため、歴史資料としてもたいへん貴重です。市町村史や字史 

などにも活用されています。 

 

●沖縄県公文書館所蔵の空中写真●  

～主なシリーズ～ 

「米軍撮影空中写真」1944～47年（津堅島のみ62年有）    

地籍調査分室の前身組織である琉球政府土地調査事務局が日本復

帰以前から保管し業務で使っていた米軍撮影空中写真 

空中写真閲覧システムで画像を閲覧・複写できます。 
 

 

「空中写真」1944～45年               

米国国立公文書館RG373（国防諜報局）を出処とする空中写真。 

空中写真閲覧システムで画像を閲覧・複写できます。 
 
 

 
「ゴードン・ワーナー文書」                     

琉球列島米国民政府で教育局長などを務めたゴードン・ワーナー博士

(Dr. Gordon Warner)のコレクション。空中写真が含まれています。那

覇市の10・10空襲の写真3枚が閲覧・複写できます。 
 

 

 

「国土地理院の空中写真」 

国土地理院は沖縄県の空中写真を網羅的に所蔵しています。 

当館にも一部印刷物が所蔵されていますが、利用には制限があります。 

垂直写真 54 コース 2,416枚 

斜め写真 41 コース 1,385枚 
計 95 コース 3,801枚 

 ● 写真+地図 （A3のみ対応） 

 ● 写真 

 ● 写真+属性情報 

 Ａ3    120円  

 Ａ4      70円  

 ②デジタルデータの複写 

要利用証 紙・フィルム媒体の空中写真 

要利用証 

（令和元年12月末現在） 

 ※その他サイズ、用紙を希望される場合には、指定業者への依頼

(有料)となります。詳しくはカウンターにお尋ねください。 

 閲覧室の検索・申請用PC、または沖縄県公文書館HPの 

〔所蔵資料目録〕 〔所蔵資料検索〕から検索ができます。〔資料種別〕 

を〔空中写真〕にして市町村名などのキーワードで検索してください。 

複写方法 

 2021年12月に新規公開の米国政府が記録した空中写

真836件は、沖縄県公文書館HP『空から見た沖縄』 

から見ることができます。(1945年～1961年撮影） 

沖縄県公文書館HP 

『空から見た沖縄』 

空中写真 検索方法 


